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　「病気や障がいがあっても、住み慣れた家で暮らしたい」「人生の最期を自宅で迎えたい」と望まれる方が増えています。
しかし、「家族だけで介護や医療的ケアができるだろうか」「一人暮らしだけど大丈夫？」と不安に思うことも多いと思いま
す。そんな時に頼りになるのが訪問看護です。今月は『訪問看護ステーション～ダイジェスト版～』をお届けします。

　看護師がお宅に訪問して、その方の病気や障がいに応じ
た看護を24時間365日行います。
　主治医の指示を受け、医療と介護の両面の視点をもって
生活全般をサポートします。「望む場所で、自分らしく暮ら
したい」という希望にそえるよう、関係職種と連携して支
えます。

　健康状態の観察、体調の悪化予
防、自宅での看取り支援、療養生
活の相談・アドバイス、点滴など
の医療処置、痛みの軽減や服薬管
理、緊急時の対応、関係職種との
連携などを行います。
　次回受診までの期間に、定期的に体調をみることで変化
に早く対応でき、安心して療養生活を続けられるように支
えます。

絵：HANA

訪問看護とはどんなサービスですか？ どんな看護をしてくれますか？

　主治医が必要と認めた方ならどなたでも、利
用できます。
　赤ちゃんから高齢者まで、病状が軽くても重
くても、通院できても、できなくても、医療的
な処置があっても、なくても大丈夫です。

　ご本人やご家族のご希望をうかがい、どのくらい訪問す
ればよいか決めますが、体調によっては毎日伺います。

どんな人が受けられますか？

　医療保険か介護保険を使用します。かかっ
た費用の自己負担は、保険の種類や所得・年
齢により異なりますが、原則1～３割です。
※医療保険は、制度上で決められた病気や状
態の方のみのご利用となります。

　日本は長寿国となり、平均寿命はこれからも延びる
と言われています。その一方で問題になっているのが、
＂病気を抱えて生きる期間＂も延びていることです。

　健康増進・介護予防・持病の悪化を予防すること
で、平均寿命と健康寿命の差を短縮することができ、
個人の生活の質の低下を防ぐことができます。　

保険と費用

ご存知ですか？平均寿命と健康寿命

【平均寿命と健康寿命の差】2010年

どのくらい来てくれますか？

・体調が不安定で、予約日より早く受診することが増えた
・療養生活していて困ることが増えてきた
　（以前出来ていたことができなくなった等）
・入退院を繰り返している
・最期まで住み慣れた自宅で過ごしたい
などの場合にご利用を検討していただくと良いでしょう。

　定期的に訪問することで、体調の変化を早く見つ
け、持病の悪化を予防します。
　「自分らしく過ごすためにどのように暮らしたい
か」に寄り添い支えます。
　そして、最期までご自宅で過ごしたい方を支えま
す。

どのタイミングで利用する？

　受診・入院している医療機関、訪問看
護ステーション、地域包括支援セン
ター、市役所の介護・福祉担当窓口、ケ
アマネジャーなどにご相談ください。

どうしたら受けられますか？

訪問看護は『暮らしを支える看護』

by 日本看護協会
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介護保険課地域包括ケア推進室  　32‐0526問 TEL

　地域包括支援センターは、高齢者が住み慣れた地域で、自分らしい生活を継続することができ
るように、保健師・主任ケアマネ・社会福祉士が配置され、介護予防や日々の暮らしをさまざま
な側面から支援することを主な役割としています。
　高齢者やその家族の暮らしを地域でサポートするため、地域の実情を把握し、心配なことや不
安なことがある高齢者とその家族のための相談や支援を行っています。また、介護だけでなく医
療、福祉などのさまざまなサービスの情報を必要に応じて総合的に提供しています。

　ご近所の高齢者で、「気がかりで心配だ」「どこか様子がおかしい」などと思うようなことが
あったら、地域包括支援センターへお知らせください。地域包括支援センターの職員が、ご
自宅へ訪問するなどして状況を確認し、必要に応じて介護や福祉サービスの提供などの支援
を行います。
　地域包括支援センターでは、地域住民による日々の見守り活動を推進しています。小さな
「気付き」を大切にしてみんなで協力し、誰もが住みやすい地域をつくりましょう。

相談窓口② ～地域包括支援センター～相談窓口② ～地域包括支援センター～
　先月号でさまざまな相談窓口をご紹介しましたが、地域包括ケアシステムの重要な役割を担
う、高齢者とその家族のための相談窓口である地域包括支援センター（　23‐6810）を詳し
くご紹介します。

地域包括支援センターとは

支援内容について

介護や健康について
　「介護保険を利用したい」「介護予防を実践したい」「今の健康を維持したい」といった高齢者の
介護や健康についての相談に対応し、要介護認定の申請の代行や、介護予防のためのケアプラン
の作成、受けられるサービスの紹介などを行います。

権利や財産について
　「近所の高齢者が虐待にあっている気がする」「悪徳商法や振り込め詐欺の被害にあった」「認知
症などで財産の管理に自信がない」といった高齢者の権利や財産などの不安についての相談に対
応し、被害の防止や制度の紹介などを行います。

地域での暮らしについて
　高齢者がいつまでも住み慣れた地域で安心して暮らせるように、介護にかかわ
るケアマネへの指導や支援をはじめとして、さまざまな関係機関や地域住民のみ
なさんと協力できるネットワークづくりを進め、その中心的な役割を担います。

TEL

地域包括支援センターにお知らせください

　11月号10ページの地域包括支援センターの電話番号が間違っていました。
お詫びして訂正します。　誤　28‐6810　→　正　23‐6810お詫びと訂正

さ  い  ご


